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          ケ ト ン 酸 に 就 て
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                      庄 司 謙 次 郎

 第一報に於て未決定なりし醗酵生成物中の決定の一助ε爲 さんが爲に、ケ トン酸の

電解還元墜を測定 し、其關係を論ぜんざす。ケ トン酸εして、

  ct -Ketonsgu re ε しては Brenztraubensaure(焦 性葡萄酸)

  β一KetonsSure εしては Acetess三gsaure翫h∫1(アセト酪酸エチル)

  Y-Ketons熱re εしては LaevtJin語ure(レ ヴリン酸)

を用ひナこり。其結果に依るに

 焦性葡萄酸は著 しく還元 し易きもアセ ト酷酸及び レヴリン酸は還元 し難 く且爾者殆

さ類似の還元歴を有す。

 清酒及び醤油中にも其薫溜残液中に ㏄一 ケ トン酸に相當する物質の存するを認めナニ

るも、糖類の焦化 しナこるものも此位置に相當する還元波を與ふるを以て未だ其如何な

る化合物なるや決定 し難 し。

 アセト酷酸、レヴリン酸の微量はボー ラログラフに依つて読明困難なるもの ・如 し。

 上記實験に依り ・c一ケ トン酸を除きては 一1,7ボ ル トより陽なる被還元性物質は

貧一及び ㍗ ケ トン酸に非ざる事を謹明し得ナこり。

  電氣分銅電解溶液清浮i剤ご しての活性炭素

        渡 邊 俊 雄 小 川 健 一

        (化學研究所講演集 第一輯 97頁 所載)

 炭素の吸著能力を利用して電氣分銅電解溶液中の不純物たる砒素除却を試みナこ。
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